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癸 熙不登校だった生徒たちへの支援

新潟教育研究所 教育アドバイザー

佐 藤 昇 誠
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はじめに

小中学校では,不登校の子どもたちが年々増加

している。低年齢化が進み,小学校 1年生から不

登校になり,義務教育 9年間に学ぶべき学習や集

団生活を経験 しない子どももいる。

l 現在の職場から

私は,広域通信制の「さくら国際高等学校」に

勤務している。 5年前に西区青山で生徒 2人から

スター トした学校も今年度は160人 を超えた。

学習センターは新潟市に 5カ 所,新発田市,村
上市,阿賀野市,三条市に,計 9カ 所に設置し,

教職員は40人に増えた。

在籍する生徒は,中学校で不登校あるいは適応

指導教室への登校や保健室登校の生徒がほとんど

である。また,発達障がい等の特性があり人間関

係づ くり,集団生活,コ ミュニケーションの苦手

な生徒が多い。

このような不登校だった生徒から教えられたこ

とがある。それは,学校に行けなかったが,学校

が嫌いではなかったこと,勉強をしたくないとは

思っていなかったことである。不登校の子どもた

ちのほとんどは,学校嫌いではなく,勉強嫌いで

もないのである。

では,なぜ長 く不登校になってしまったのかと

聞くと,勉強が難しくて学校を休んで,学校を体

むとさらに勉強が分からなくなるからずっと休ん

でしまったと言う。

そこで,当校では,高校 1年生に対して小学校

の漢字 ドリルと計算 ドリルを配って,学び直しを

している。小学校 6年生までの漢字の読み書きと

計算ができれば,社会に出ても困らないで生活で

きるという目標をもって全員が取 り組んでいる。

生徒たちはできなかったことができるようになっ

たことを喜び,分からなかったことが分かるよう

になって少しずつ自信を取 り戻 してきている。

2 生徒の不安を理解して

当校では,年間 3日 間必修の「就労体験実習」

として,様々な職場で終日働 く活動を設定してい

る。中には,体験する職場 を自分で選択 したもの

の当日の朝になって動けなくなり,ベ ッドにもぐ

りこんだままという生徒がいる。そのような生徒

には家庭訪間をし,ベ ッドサイ ドで説得すること

もある.いろいろ話 し合っているうちに,起 きれ

ない原因は新 しい経験に対する不安か らであるこ

とが分かったc

これについては,生徒本人の勇気を引 き出すた

めに励 ます しかなかった.生徒は翌 日には遅刻 し

たものの職場に向かったc不安が消えたのではな

いが,勇 気が不安に打ち勝ったようだ.

生徒たちは,何 とかして一歩でも
｀
卜歩でも前に

進みたいと思っている。その思いからの行動を認

めて,褒めている。これまで認められたり褒めら

れたりした経験が少ない生徒たちは,認められた

い,褒められたいと強く思っている。

生徒の不安を理解し,それを乗 り越えた姿を認

め褒めることが,生徒の不安を軽減し, 自信を持

たせる大事な支援になると思っている.

3 生徒の可能性を信じて

当校には,学習経験が少なく学力の低い生徒が

多い.それでも,高校卒業の資格を取得し,大学

や専門学校に進学したい,あ るいは,給料を得る

ために会社に就職したいと強く思っている。その

ため,昔手な公共交通機関を利用し,数時間のス

クーリング授業に耐え,単位認定試験に挑戦して

いる。

中学校の時の担任は 当時には想像もつかない

ほど前向きに生きている生徒の姿を見て驚きを隠

せないcすべての生徒は自分の夢や希望に向かっ

て進み,それを実現する日J^能性をもっていると信

じている.

おわりに

当校は「いつか咲く。思いどおりにきっと咲くJ

をモットーに生徒の社会的な自立を支援 しているc

この3月 ,第 3同卒業証書授 り̂式で33人 が巣立

っていったcそれぞれの場所で自分らしいさくら

の花を咲かせてほしいと願っている。
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新潟教育研究所 研究員

宮川 由美子

はじめに

幾つであっても十分とは言えないが,90歳 は超

えていた叔母が天寿を全うした。独居老人であっ

たため手続きが何かと難しく,お通夜までの道の

りが遠かったc他人事ではない。私も遠からず独

居老人となる身であるこそれなりの施設にお世話

になればいいのだろうが, 自由気ままが身に付い

た私には高いハー ドルである。

1 「はしり」の瑞々しさ

長いコロナ禍の時期が大学生活と重なった学生

たちが,こ の春「社会人デビュー」をした.本来

なら,キ ャンパスで友達と笑い合い.ゼ ミで自ら

の考えをぶつけ今い,得意の分野にとことん挑戦

するなど青春真っ盛 りを満喫するはずだった。現

実は、大学構内立ち入 り禁lL.リ モー ト授業,パ
ーテ イションで)Eら れた対 1面授業等々の制約だら

けであった=彼 らに問うてみた.「 コロナ禍だっ

たけど,得たことってある ?J◆普通だったら毎

日が院ただしく過ぎていくばかりですが,落ち着

いて自分を振 り返る時間がありました。◆直接コ

ミュニケーションがとれないので,や りとりの中

で,相手はどう思っているだろうと意識 して考え

る時間が増えましたc落 さならではの柔軟な利|1胞

とはこんなものか.

目が回りそうですが楽しいです |二 日間でクラ

ス全員の名前を覚えました 1先生として子どもた

ちと関わる幸せを噛みしめています 1桜の花便 り

と共に夢の始まりのメールが次々届いた。

2「 出盛り」の真っ只中

「店先で出盛 りのものが一番美味 しいのよJ最
近読んだ本の中の一節。確かに,野菜でも果物で

も,ほぼ何でも一年中あるが,出盛 りのものは,

ことのほか美味しく力強ささえ感じる。

長い現役時代,「 出盛 り」の時代は人によりけり.

かつて1司 僚だった S校長先生.今まさに絶好調.

まずは,その眩しいほどの明るさが周囲を引きつ

ける。あの笑顔と歯切れのよい口調は,困難な案

件も何とかなりそうな気がする。「大丈夫です～」

が口癖。「頼みを断れない」のが長所でもあり短

所でもあり。風の便りに聞こえてきた「職員室の

雰囲気がいい」は最高の評価である。彼女の頭の

大半を占めているのは「地域の特色を生かした教

育活動がしたい」。机上の空論ではなく開かれた

教育課程を描き実践しつつある。

この春に現職を引いたW校長先生も同じタイプ

だった。地域と′さ底連携した教育活動は「校長先

生がいてこそ」と言わしめた。

3「なこり」だって捨てたものじゃない

「由美ねえは仕事を辞めた途端呆けるよ。」と叔

母の葬儀の折に従弟から言われた。レポートの点

検に予想以上の時間がかかり,仕事のペースは

年々落ちていき,記憶力に至っては言わずもがな

の日々。だが, この一言には僅かながら「悔し

さJを感じた。「悔しさ」は「次への弾み」とな

り「生きる戦意Jに繋がると誰かが言っていた。

そして,普通,人は年とともに「悔しい」という

言葉が出なくなるとも言っていた。となると, 自

分で思っているよりも「年Jではないのかも。な

ごりの○○という,旬の終わり頃の食物の美味し

さを表す言葉もあるではないか。同世代の皆さま,

ガンバ
|

おわりに

叔母のことがある程度落ち着 くのに,10日 間ほ

ど費やした。一週間前の週末は友達と日帰 り温泉

を楽しんでいた。不謹慎だが,先週でなくてよか

ったと思った。叔母は楽しいことが好きな人だっ

たから, きっと,あの世で苦笑しているだろう。

生きているものの身勝手な考えと百も承知である

が・・。そして,同年代の母の横顔に,時折寂しさ

が見え隠れするのは気のせいか。

-3-
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So I。 0。 の充実をめざします

:  第 15回教師カアップ講座   :
コロナ禍が漸 く収まりつつあります。上記の講座

は, さらにパワーアップして実施したいと考えてい

ます.別紙「教師カアップ講座Jの案内状をご覧の

上,お 申し込みください。なお,HPか らも申し込

み可能です。

■日時 令和 5年 7月 22日 (土)午前 9時45分～

■会場 新潟教育会館 (新潟市西大畑町590-3)

例年,午 前と午後に分け,2講座で実施していま

したが,「 もう少し, じっくりと取り組みたいJと
いうご意見を多数いただきました.よ って,今年度

は,「教育相談」の内容で,講義と演習を盛り込み,

一日を通して一つの講座で実施します.

講座「子どもや保護者との良好な関係を築く」

講師 古田島 真樹 様

長岡市立青葉台小学校長

公認心理師

特別支援教育スーパーバイザー

学校カウンセラースーパーバイザー

ファシリテーター 中島  崇 様

聖籠町教育委員会教育未来課 参事

特別支援教育士

学校 カウンセラー

ガイダンスカウンセラーSV

教育ア ドバイザー

派遣事業は,要請に

応じて登録いただい

ている教育アドバイ

ザーを派遣し,学校

及び先生方を支援する制度です。校内研修はもちろ

んですが,授業研究会,PTA講 演会,研究サーク

ルヘの派遣申請が多く見られます。個人研修の要請

にも応 じますので, ご利用 ください。

教育ア ドバイザーの選定は,「教育ア ドバイザー

リストJを ご覧ください。12月 には,令和 5年度登

録者を加えたリス トをHPに アップします。

(今年度からリス トの配布は行いません)。

1 所報「新潟教育研究所」の発行  :
6,1・ 2月 の年 2回の発行に変更しました。

レ ―ネット接続が可能になりました。

会議室・相談室からインターネットに接続可能に

なりました。講座でのインターネット活用やリモー

トでの講座や研修も可能です。WiFi接続に必要な

IDやパスワー ドは各会場に明示 してあります。会

館利用者の活用をお待ちしています。

要 請 の 仕 方

校内研修で,研究会で,PTAの 講演会で,研究

サークル等で,「 あの先生にア ドバイスを受けたい
,

話をしてもらいたい」と思ったら……

1 まず事務局にお電話をください.

新潟教育会事務局「025‐ 222‐ 2971」 ヘ

招請したい教育アドバイザー,期 日,内容 ,

会場,参加人数等をお知らせ ください。

2 事務局が教育アドバイザーに連絡をとります。

3 依頼者に承諾の結果をお知らせします。

4 応諾であれば,依頼者が教育アドバイザーに詳

細を連絡してください。

* 事前に教育アドバイザーと連絡を取 り,

結果を事務局にお知らせいただく形でも
結構です。

派遣経費について

交通費を考慮した謝金は,年度内で連続して同一の

教育アドバイザー派遣を要請する場合,初めの1回分

だけ当方が負担します。2回 目以降は利用者が負担し

てください。教育委員会からの要請はご相談ください。
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